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きる野 幸長
住民の利益をまもり、
「住民こそ主人公」の

あきる野市政実現をめざして !

2θθ8.12。14 Nbイ 5θ (毎月2回発行)
あきる野市委員会は次の見解を発表しました。

自丼市菫が大規模な

》改革」を発表 !

国会決議でも「指定管理者制度Jの
導入はなじまない……と.

げ

る
と
き

！

土
地
開
発
公
社
の
莫
大
な
借
金
や
温
泉
建
設
の
ム
ダ
づ
か
い
な
ど
に
メ
ス
を
入
れ
て
こ
そ

い
ま
開
か
れ
て
い
る
１２
月

市
議
会
で
、
「行
財
政
改
革
元

年
」
に
お
け
る
行
政
改
革
の

取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
２３

年
度
ま
で
の
計
画
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、プ
ー
ル

施
設
の
統
廃
合
や
増
戸
連
絡

所
の
縮
減
な
ど
公
共
施
設
の

再
配
置
計
画
、
指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
方
針
、
保
育
園

の
公
設
民
営
化
な
ど
委
託
・

民
営
化
推
進
計
画
、補
助
金
・

負
担
金
適
正
化
計
画
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
す
る

行
政
の
あ
ら
ゆ
る
面
ま
で
の

計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
市
民
と
し
て
重
大
な

関
心
を
持
っ
て
見
守
り
、
一戸

を
上
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

真
の
「行
政
改
革
」
は
、
土

地
開
発
公
社
の
莫
大
な
借
金

や
、
温
泉
建
設
の
ム
ダ
使
い

な
ど
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と

で
は
な
か
っ
た
で
し
よ
う
か
。

狙
わ
れ
る

社
会
教
育
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度

委
託
ｏ民
営
化
推
進
計
画

で
は
、
特
に
社
会
教
育
分
野

が
多
く
、体
育
施
設
、
あ
き
る

野
ル
ピ
ア
、
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ

ー
ル
、
図
書
館
な
ど
が
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
五
日
市
フ
ァ
イ
ン

プ
ラ
ザ
が
、
利
用
者
や
五
日

も
な
く
、
体
育
協
会
役
員
の

了
解
の
み
で
民
営
化
を
決
め
、

９
月
議
会
で
は
日
本
共
産
党

の
反
対
の
み
で
可
決
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
ふ
く
む
社
会
教
育
施
設
は
、

社
会
教
育
の
実
現
に
向
け
た

″
教
育
機
関
〃
と
し
て
設
置

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

社
会
教
育
法
第
３
条
で
は
、

国
と
地
方
自
治
体
の
任
務
と

し
て
「す
べ
て
の
国
民
が
あ

ら
ゆ
る
機
会
、
あ
ら
ゆ
る
場

所
を
利
用
し
て
、
自
ら
実
際

生
活
に
即
す
る
文
化
的
教
養

を
高
め
得
る
よ
う
な
環
境
を

醸
成
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
そ
の
役

割
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

「指
定
管
理
者
制
度
『導
入
は
、
財
界

の
戦
略
と
、そ
れ
に
呼
応
し
た
小
泉
「構

造
改
革
」
の
流
れ
の
な
か
で
、
０３
年
６
月

の
地
方
自
治
法
の
「改
正
」
で
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、本
年
６
月
、社
会
教
育
法
改

正
の
議
論
の
中
で
、
「社
会
教
育
施
設
へ

の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
」
と
い
う
指
摘
や
批
判
が
相

次
ぎ
、当
時
の
文
部
科
学
大
臣
も
「指
定

管
理
者
制
度
は
な
じ
ま
な
い
」
と
明
言

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
「社
会
教
育
施
設
に

お
け
る
人
材
確
保
及
び
そ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

よ
る
弊
害
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
し
、

検
討
す
る
こ
と
。」
と
国
会
の
付
帯
決
議

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ」
の
決
議
を
尊
重

し
、
社
会
教
育
活
動
の
充
実
に
い
っ
そ

い
ま
自
民
党
は
国
民
か
ら
総
す

か
ん
を
食
ら
い
、
解
散
し
よ
う
に

も
出
来
ず
、
末
期
症
状
も
こ
こ
ま

で
き
た
か
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

▼
そ
の
よ
う
な
中
で
、
懲
り
ず
に

小
泉
ば
り
の
「行
政
改
革
」
の
名
に

よ
る
、市
民
負
担
増
、
民
営
化
の
促

進
、市
民
の
望
ま
な
い
施
策
を
強

引
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が

自
井
自
民
党
市
長
で
す
。
五
日
市

町
時
代
か
ら
住
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た
温
水
プ
ー
ル
が
あ
る
体
育
館
・

フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
を
住
民
に
相
談

な
く
民
間
委
託
に
し
、
ふ
る
さ
と

二
房
や
増
戸
、
小
宮
、
戸
倉
の
学
習

等
共
同
施
設
の
廃
止
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
▼
財
政
難
を
回
実
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
を
つ
く

つ
た
の
は
秋
川
市
長
時
代
、
土
地

開
発
公
社
を
つ
く
り
土
地
を
買
い

あ
さ
り
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
市

財
政
に
大
穴
を
空
け
た
自
井
市
長

自
身
で
す
。
▼
そ
の
市
長
が
市
民

に
詫
び
る
ど
こ
ろ
か
、広
報
を
使

っ
て
戦
前
の
歴
史
を
肯
定
し
、
教

育
基
本
法
の
改
悪
を
賛
美
し
、
戦

後
の
民
主
教
育
を
攻
撃
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
航
空
幕
僚
長
を
辞
め

さ
せ
ら
れ
た
田
母
神
と
同
じ
で
す
。

広
報
（公
器
）
を
使
っ
て
の
反
動
的

言
辞
の
”薔
型
許
せ
ま
せ
ん
。　
参
じ

市
地
区
住
民
に
事
前
の
説
明

日本共産党市議団は2日 朝、市

長に面会.

1日発行の市の広報「市長コラム」

は、憲法と戦後の民主教育を否定

するもので許せない。

個人の思想信条は自由だが、市

長は市民の代表である。広報とい

う「公器」を使つて、一方的な考え

を市民に押し付けることは絶対

許せないと抗議しました。

市長は、「もう反応が出たか、今

の憲法はアメリカが作つた憲法だ」

と開き直る始末.

抗議があるのを想定したきわ

めて悪質で、意図的な「皇国史観」

の文書を「広報」に載せたことも

わかりました。

こうした言動を許さないたた

かいを一層強めていきましょう。

たばた あずみ
3歳のちび、ようやく保育日に通う生活に

慣れてきましたが、時々「今日はいかない」

と言います。それでも、「母さんはお仕事」

と聞くと「じゃあいく」と答えられるように。

先日も同じやり取りのあと「保育日で楽しく

遊んできてね。きみが楽しいと母さん安心だ

から」と言うと、「うん。かあさんもたのし

くお仕事してきてね。そうすれば、おれあん

＝̈井一本鰍朧醐獅締脚脚
曙

が

つ
力
を
つ
く
す
べ
き
で
す

しんだから」…・.

こどもだってたのしいばかり

の毎日じゃないんでしょうれ

こちらも遊ぶようにたのしくと

はいかないけれど、母さんも前

向きにお仕事お仕事 !がんばろ

うっ。

(08.12.14)
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い
ま
、

撃「



生
き
て
ゆ
く
上
で
必
要
な
も

の
は
衣
・食
・住
そ
し
て
、
近
年

で
は
交
通
が
加
わ
り
、
四
つ
の

要
素
だ
と
云
わ
れ
ま
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
全
国
の
路
線
バ

ス
会
社
の
経
営
が
困
難
と
な
り
、

自
治
体
の
補
助
で
支
え
て
き
ま

し
た
が
、
自
治
体
ｏ日
身
が
支
え

き
れ
ず
、
全
国
約
五
〇
〇
路
線

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
フ」
う
し

て
生
ま
れ
て
来
た
の
が
、
自
治

体
が
運
行
す
る
小
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
で
す
。

こ
の
パ
ス
を
ど
う
活
用
し
発

展
さ
せ
て
ゆ
く
か
が
、
高
齢
者

社
会
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
と
し

て
全
国
の
自
治
体
が
知
恵
を
絞

っ
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

‐２
月
２
日
（火
）
、
あ
き
る
野

市
が
運
行
す
る
「る
の
パ
ス
」
に

乗
車
し
て
み
ま
し
た
。

１０
時
０７
分
。花
の
岡
南
（草
花
）

か
ら
五
日
市
駅
ま
で
所
要
時
間

１
時
間
４５
分
。
フ」
の
間
の
乗
車

人
数
３‐
人
（平
均
乗
車
人
数
は
６
、

７
人
）。高
齢
者
が
多
く
若
い
人

は
３
人
程
度
で
し
た
。

現
行
の
運
行
路
線
に
つ
い
て

は
、
秋
川
駅
と
市
役
所
を
起
点

と
し
、
コ
ー
ス
は
利
便
性
で
よ

く
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

、■
〓
〓
，
一
一
〓
■
一
〓
〓
ｉ
ｔ
〓
〓
二
〓
三
一
〓
〓
〓
７́

乗
車
し
た
感
想
を
羅
列
し
て

み
ま
す
と
、

０

い
き

い
き

セ

ン
タ

ー

で
の
乗

降
が
少
な

い
。

②

コ
ー

ス
延

長

と
な

っ
た

小

川

の
利
用
が
少
な
い
。

０
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
も

利
用
少
な
い
。自
家
用
車
か
？

０
あ
き
る
野
医
療
セ
ン
タ
ー
ヘ

の
利
用
は
路
線
バ
ス
と
の
併

用
が
多
い
。

０
最
も
利
用
が
多
い
の
が
、
五

日
市
の
人
達
が
秋
川
駅
周
辺

で
買
物
な
ど
を
済
ま
せ
、
自

宅
へ
帰
る
足
と
し
て
利
用
し
、

Ｈ
名
と
最
大
人
数
で
し
た
。

Ｊ
Ｒ
駅
か
ら
離
れ
て
い
る
人

達
が
山
田
・伊
奈
・横
沢
・留
原
・

小
和
田
と
降
車
し
て
い
っ
た
。

総
体
的
に
「る
の
パ
ス
」
に
乗

車
す
る
方
を
見
て
、
大
変
有
難

い
乗
物
と
考
え
て
い
る
の
で
は

と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

五
日
市
で
、
僅
か
な
距
離
を

一
〇
〇
円
出
し
て
乗
車
し
た
人

が
い
ま
し
た
が
、
ア」
う
し
た
人

を
見
る
に
つ
け
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
交
通
手
段
の
な
い
市
民

の
た
め
に
、
よ
り
便
利
な
乗
物

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

広
い
市
内
を

一
台
の
パ
ス
で

循
環
す
る
の
は
所
詮
無
理
。
コ
ー

ス
の
分
割
に
よ
る
時
間
短
縮
ｏ運

行
本
数
の
増
加
ｏ日
祝
日
運
行
な

ど
、
フ」
れ
ら
を
考
え
る
と
バ
ス
の

台
数
を
増
や
す
、
フ」
の
事
に
尽
き

る
の
で
は
と
、
痛
感
し
ま
し
た
。

るのバス
木崎秀治

2008年 12月 14日

日本共産党の山根とみえ市議会議員は,東地区後

援会の皆さんと一緒に、市政や国政の問題など連日

街頭で訴えています。 アメリカの金融危機で派遣
社員など大量の首切りが始まっている問題、麻生総

理が三年後に消費税の増税を表明したことで建設

業界や中小企業、商店などから「今後も仕事を続け

ていけるのだろうか」「もう店じまいをするしかない」

などの不安の声があがつているなどと紹介し、消費

税増税や、労働者の首切りを許さないためにも総選

挙で日本共産党の議席を増やしてほしい、また、来

年の市議選でも引き続き項張る決意を訴えています。

あ き る 野 民 報

絵
手
紙
／
矢
澤
則
子
さ
ん
・

口
を
売
り
下
落
ド
ル
買
０
お
人
よ
じ
　
西
川
昇

ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
借
金
行
脚
に
自
蒙
目
橿
　
西
川
昇

口
母
神
と
ど
こ
か
似
て
る
よ
日
丼
市
長
　
松
籟
坊

市
属
継
視
自
属
兎
市
散
さ
よ
う
な
ら
　
松
籟
坊

０
０
０

南
部
後
援
会
総
会
開
く

Ｈ
月
３。
日
（日
）
に
油
平
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
で
、総
会
を
開
催
。

来
年
は
、総
選
挙
、市
議
選
、都

議
選
と
ま
さ
に
選
挙
の
年
で
す
。

衆
議
院
２５
区
予
定
候
補
の
鈴

木
治
さ
ん
、市
議
予
定
候
補
の
た

ば
た
あ
ず
み
さ
ん
か
ら
挨
拶
を

頂
き
、必
勝
を
誓
い
ま
し
た
。

影
山
市
議
か
ら
臼
井
市
長
の

開
発
に
つ
ぐ
開
発
構
想
が
報
告

さ
れ
、
「懲
り
な
い
市
長
だ
な
」
と

会
場
か
ら
声
が
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
体
制
や
多
彩
な
行
事

を
計
画
し
、市
民
と
共
に
活
動
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
話
し
合
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
平
澤
源
司

「新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
で
は
次
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

（木
崎
詳
略
）

「引
田
村
は
山
田
村
の
東
隣
に
あ
り
、
秋
留
郷
を
唱
え
て

い
る
。
庄
名
は
な
い
。
日
本
橋
よ
り
四
八
キ
ロ
、
村
の
東
は

淵
の
上
村

・
戸
吹
村
の
二
村
で
あ
り
、
南
は
綱
代
村
・
口
村

（？
）
で
あ
る
。
北
は
平
井
村
に
続
き
、
東
西
が
約
五
〇
〇

米

・
南
北
が

一
九
〇
〇
米
．
村
内
の
多
く
が
山
林
で
あ
り
、

高
低
の
あ
る
土
地
で
あ
る
。
水
田
は
少
な
く
陸
田
が
多
い
。

土
性
は
真
士
、
民
家

一
二
〇
軒
が
所
々
に
散
在
し
て
い
る
。

以
前
か
ら
平
山
右
衛
門
の
領
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
家
臣
、

志
村
肥
前
守
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
両
名
の
詳

細
は
分
か
ら
な
い
。　
一
七
〇
八
年

（宝
永
五
）
領
地
を
割
っ

て
前
田
信
濃
守
と
川
村
外
記
の
二
人
の
領
地
と
な
っ
て
い
る
。

・・・・・・」
以
上
の
通
り
、
江
戸
初
期
で
は
幕
府
直
轄
、　
一
七
〇
八
年

か
ら
前
田
・
川
村
の
知
行
に
な
っ
て
い
ま
す
。
幕
末
の
一
八

五
五
年

（安
政
二
）
の
萩
原

家
文
書
で
は
、戸
数
九
六
軒
・

人
口
四
六
一
人

・
馬
七
匹
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。　
一
八
七

三
年

（明
五
）
に
神
奈
川
県

と
な
り
、　
一
八
八
九
年

（明

二
二
）
に
西
秋
　
留
、
と
な

り
ま
し
た
。
（こ
の
項
終
り
）

草
花
　
木
崎
秀
治

一“〒

●
●
０

左からたばた、影山、鈴木の各氏

罵3籠 日本≒産覚後

今
ま
し
や
行
け
ど
も

つ
き
ぬ
基
た
の
島

（
い
ほ
る
）

た
に
日
の
あ
リ
ネ
Ａ
い
と
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